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第 13回 西宮浜小中一貫校庁内開校準備委員会にかかる議事録 

 

日 時：令和元年 11月１日（金） 10 時 00 分 ～ 11 時 00 分 

場 所：東館８階 802 号室 

出席者：大和次長（委員長）、津田部長（副委員長）、佐々木部長（副委員長） 

清水校長（西宮浜小学校）、金地校長（西宮浜中学校） 

野田参事（社会教育部）、中西館長（北口図書館）、北館長（中央図書館）、 

    薩美課長（教育総務課）、吉田課長（教育企画課）、北井課長（教育職員課）、 

柏木課長（学校施設計画課）、竹村課長（学事課）、木戸課長（学校教育課）、 

岩本課長（教育研修課）、谷口参事（学校教育部）、中前課長（学校保健安全課）、 

因幡課長（学校給食課）、中島課長（社会教育課）、山本課長（教育支援課）、 

中尾課長（放課後事業課）、宮後課長（育成センター推進課）、 

牧山課長（青少年育成課）、堤下係長（学校施設保全課） 

事務局：奥谷課長（学校改革推進課）、河内課長（学校改革調整課）、越智係長（学校改革調整課）、 

中津係長（学校教育課）、西川指導主事（学校改革推進課） 

岡本嘱託職員（学校教育課）、足立嘱託職員（学校改革調整課） 

 司 会：佐々木副委員長 

 

委員長 １．開会のあいさつ 

事務局 配付資料の確認 

・第 13 回西宮浜中一貫校庁内開校準備委員会 次第 

・資料１ 関係法規の改正について  

・資料２ 「就学説明会」報告 

・資料３ 「第７回設置準備委員会報告」 

 ２．協議事項 

 

教総課 

 

 

 

 

特支課 

 

（1）各課より報告 

・９月に条例改正を行った。各課で所管する例規にも一部影響があるため、必要に応

じて改正してもらいたい。教育委員会規則等については教育総務課がとりまとめ、

教育委員会３月定例会に一括提案する。各担当課が原案を作成し、期日までに提出

してほしい。 

 

・西宮浜小学校の特別支援学級担任と面談を行った。 

・11 月下旬には西宮浜小中特別支援学級保護者と懇談会を行う予定である。 

 ３．報告依頼事項 

 

小校長 

中校長 

 

 

 

 

 

 

 

（1）学校より 

学校の進捗状況や検討課題について説明・報告する。 

＜主な説明事項＞ 

・校章が決定した。本日 11 月１日に小、中の学校だよりで公表する。児童生徒のデ

ザインをもとに作成した。今後は体操服や制服のボタンなども変更していくことに

なる。 

・PTA では、校区外から通学する児童生徒のために、西宮浜義務教育学校の児童生徒

であることがはっきりわかるようなものの作成を考えている。 

・校歌の歌詞は決定し、作曲も依頼しているところである。12月中には完成する見込

みである。 
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学改推課 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

・どのような学校にしていくかという理念を職員と共有できるよう進めているところ

である。 

・カリキュラム、教育課程のところはこれから学校で考えていくところだ。評価の在

り方なども含めて、授業改善に向けて１年生から９年生までのカリキュラム作りが

大切であると考えている。３つの柱をメインとして進めていくために、中学校での

総合の時間をどれだけ確保できるかも大切であり、検討を進めてもらっている。 

・PTA の準備会も月１回開催のペースで進んでいる。12 月 12 日に小中で臨時 PTA 総

会を開催し、新たな規約を決定する予定だ。 

・図書について。5,6 年生が東校舎に移動した後の西校舎の図書館の運営をどうする

かなど、現在市教委とも話し合いを進めているところである。 

 

（2）就学説明会の報告 

10 月 27 日（日）に西宮浜小学校で実施した就学説明会について報告する。 

＜主な報告内容＞ 

・80 名、約 40 世帯の参加者があった。 

・学校の概要説明および、就学に関する手続きの説明を行った。 

・28 日（月）から募集を開始し、11 月１日現在で２名の応募があった。 

 

（3）第７回設置準備委員会の報告 

10 月 24 日（木）に西宮浜中学校で開催した第７回設置準備委員会について報告す

る。 

＜主な報告内容＞ 

・閉校式の基本的な流れが了承された。 

・就学説明会の開催について説明を行った。 

・社会教育課よりコミュニティ・スクールのねらいや、現在の進捗について報告があ

った。 

 

（4）前回の庁内開校準備委員会以降の動き 

＜主な説明内容＞ 

・10 月 27 日に開催した就学説明会では 80名が参加した。 

・10 月 28 日より児童生徒募集を開始した。 

 

（5）今後の主な流れ 

＜主な説明内容＞ 

・11 月 27 日の募集終了後、必要ならば抽選を経て、12月４日には次年度の転入学生

を確定させる。 

 ４．質問事項 

放事課 

 

 

学改推課 

 

 

・説明会での参加人数 80人というのは子供保護者数含めてであるのか。 

また、アンケートで意志表明していない人は何人ぐらいおり、その方々への働きか 

けはないのか。 

・80 人は参加者数で、世帯数としては 40 世帯程度だ。 

 アンケートに記入していない世帯は３世帯程度であり、特別な働きかけは考えて 

いない。 
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放事課 

学改推課 

 

 

 

社教課 

 

 

 

 

 

 

 

 

小校長 

・単学級を避けるために各学年何人必要かというのを教えてもらいたい。 

・新１年ははっきり確認できている人数として 28人で、８人は必要である。 

２年～４年は 34～36 人なので単学級か２学級かのぎりぎりのところ。５年生以降 

は単学級への可能性は低い。 

 

・姫路市立白鷺小中学校の研究発表会へ参加した。 

・学校要覧に「義務教育学校 コミュニティ・スクール」と付けて打ち出していた。週

30 時間勤務のコーディネーターがついており、特別に様々な取組をしており、コミ

ュニティ・スクールの取組について発信をしている。 

・コミュニティ・スクールの分科会が開催され、コーディネーターが取組について説

明をしていた。 

・探究をテーマに研究していたが、中学生が自ら研究を進めた内容が発表・掲示され

ており、非常に印象的だった。 

 

・金地校長と義務教育学校として新設予定である姫路市立豊富小中学校に視察し、

情報交換をしてくる予定である。 

副委員長 ５．閉会あいさつ 

 


